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合計

企業勤務者 6,512人 76.6% 1,988人 23.4% 8,500人

公務員 778人 77.8% 222人 22.2% 1,000人

専業主婦・主夫 19人 3.8% 481人 96.2% 500人

合計 7,309人 73.1% 2,691人 26.9% 10,000人

男性 女性

調査概要

（1）調査名： 金融リテラシー1万人調査(サステナビリティに関する意識と消費・投資行動調査)

（2）調査方法： リサーチ会社を利用したWEBアンケート

（3）調査期間： 2021年8月6日（金）～8月9日（月）

（4）調査対象： 企業勤務者8,500名(企業規模300人以上の会社)および、
公務員1,000名、専業主婦・主夫500名の合計10,000人を対象
※ 企業勤務者(8,500人)の年代(30歳代以下・40歳代・50歳代以上)および男女の構成比は、総務省
「就業構造基本調査」(平成29年)における正規職員・従業員300人以上の企業と同分布となるよう割付。

（5）本調査設問数： 30問

合計

若年層(30代以下) 2,666人 69.6% 1,167人 30.4% 3,833人

中堅層(40代) 2,037人 80.6% 489人 19.4% 2,526人

ベテラン層(50代以上) 1,809人 84.5% 332人 15.5% 2,141人

合計 6,512人 76.6% 1,988人 23.4% 8,500人

男性 女性
＜職業別＞ ＜企業勤務者内訳＞
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消費者・投資家・従業員のサステナビリティに関する意識について

はじめに

 SDGs(Sustainable Development Goals:持続可能な開発目標)は2015年9月の国連総会で

採択された。共通理念として「誰一人取り残さない」を掲げ、2030年を期限とする17の国際目標が設

定されている。

 また、ESG(Environment:環境、Social:社会、Governance:企業統治)は、2006年に

PRI(Principles for Responsible Investment:国連責任投資原則)*が提唱されたことで認知が

拡大し、日本においては、2015年9月に世界最大の年金基金であるGPIF(年金積立金管理運用独

立行政法人)がPRIに署名をしたこと等で広がった。

 SDGsもESGも、持続可能な社会実現に向けた課題解決は政府だけではできないとして、あらゆるス

テークホルダーの行動を求めている点で根源には共通した理念があると言われている。つまり、金融機関

や企業はもちろん、個人も含めた社会全体で取り組むことが重要と考えられる。

 本調査では、特に日本国内において、一般生活者(個人)の「消費者」「投資家」「従業員」としての側

面に着目し、環境・社会課題への意識や行動について調査した。各立場における個人の意向や行動の

傾向を把握することで、金融機関あるいは企業としての取り組み検討のご参考としていただければ幸いで

ある。

＊ PRIとは、2005年に当時国連事務総長であったコフィー・アナン氏が金融業界に対して提唱した原則。6つの原則から構成され、投資の意思決定プロセスに
おいてESG情報を考慮すべき等とした行動規範。
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本調査においては、「SDGs」「ESG」を包含する概念として「サステナビリティ」を以下の
とおり定義し、アンケートを実施。

本調査における「サステナビリティ」の定義

また、調査においては「サステナビリティ」を意識した取り組みや行動をそれぞれ「サステナブル活動」
「サステナブル投資」と定義。

SDGsやESG(環境・社会・ガバナンス)等、広く環境・社会・経済・教育
等の観点から持続可能な社会を目指す考え方

サステナビリティ

サステナブル活動
SDGsやESG(環境・社会・ガバナンス)等、広く環境・
社会・経済・教育等の観点から持続可能な社会を

目指す考え方を意識した取り組み

サステナブル投資
SDGsやESG(環境・社会・ガバナンス)等、広く環境・
社会・経済・教育等の観点から持続可能な社会を

目指す考え方を意識した投資

サステナビリティを意識して行動
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ガイド本調査におけるテーマ概略

従業員
の立場

消費者
の立場

一般生活者
(アンケート回答者)

• 経営者のサステナブル意識

• 勤務先のサステナブル活動
への関与実感

• 従業員エンゲージメントへの
影響

• 民間企業に対する消費者
としての反応

• 価格との優先度

• 企業活動に関する情報源

• サステナブル投資実施状況
• サステナブル投資の目的
• 今後の投資・検討意向
• 投資観

投資家
の立場

• 認知度

• 共感度合い

本調査では、消費者・投資家・従業員それぞれの立場でのサステナビリティに関する
意識について調査を実施。
第１章となる本レポートでは、主に「消費者」「投資家」の立場からの回答結果を中心にご紹介。
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SDGs/ESGの認知度と共感度合い

 「言葉を聞いたり、目にしたことがある」まで含めると、企業勤務者の「SDGs」認知度は9割超。 〈9頁〉

 サステナビリティへの共感は、企業勤務者の女性を中心に高い傾向。 〈11頁〉

消費者のサステナブル意向・行動について

 民間企業のサステナブル活動に対して、6割超が「好感」。 〈14頁〉

 消費行動においては、「価格」よりも「環境・社会等」を優先すると回答した人が約4割。 〈17頁〉

 企業のサステナブル活動については「テレビCM」「企業HP」で情報収取する人が多いとの結果に。 〈19頁〉

投資家のサステナブル意向・行動について

 サステナブル投資未経験者でも、うち約6割は「今後
の検討意向あり」と回答。

 「今後の検討意向あり」の人の特徴は、「(サステナブ
ル投資以外の)投資経験者」であることと、「長期利
益を重視」する傾向があること。

 「今後の検討意向なし」の人は、「投資を検討すらし
たことがない」人の割合が3割超と相対的に高い。

※主に企業勤務者の特徴について記載

※主に企業勤務者の特徴について記載

 企業勤務者のうち、サステナブル投資の経験がある人は約16％、未経験者は約84％。 〈21頁〉

 未経験者の未実施理由は、「よくわからない・知らない」が4割と最多。 〈28頁〉

サステナブル投資未経験者 サステナブル投資経験者

 サステナブル投資の目的は「リターン」とする人が半数。

 一方、「環境・社会等への貢献」や「投資先企業のサ
ステナブル活動を応援」が第一の投資目的とする層*
であっても、その半数以上が「今後サステナブル投資を
するつもりはない」と回答。その理由として「手数料の
高さ」や「金融機関の販売戦略に過ぎないと感じた」を
挙げている。 ＊サステナブル投資経験者の約16％

〈21・23～27頁〉 〈31～33頁〉
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社会的課題解決の一手段としての「投資」の認知度向上

 「SDGs」の認知度や「サステナビリティ」への共感は高い一方で、「サ

ステナブル投資」を知らない・よくわからないとする人は多い。

 つまり、ESG投資・インパクト投資*等、「投資」には社会的課題の

解決に繋がる企業活動を資金面で後押しする側面があるが、この

ことを認知している人はまだ多くないと考えられる。

 持続可能な社会実現に向けて、個人に対する「社会的課題解決の

一手段としての投資」の考え方を訴求するとの働きかけの在り方も

ありえるのではないだろうか。

「投資」への抵抗感払拭と、長期投資の考え方の浸透

 サステナブル投資未経験者でも、今後の検討意向がある層は、

「(サステナブル投資以外の)投資経験」があることや「長期利益を重視」

するといった傾向が確認できた。

 個人による「社会的課題解決の一手段としての投資」のすそ野拡大

に向けては、例えば金融教育等により、「投資」そのものへの抵抗感

を払拭し、長期投資の考え方の浸透させること等が第一歩であると

考えられる。

投資家

企業

社会的課題
解決に繋がる
事業等

投資

サステナブル投資
未経験者

サステナブル投資
経験者

金融教育等

少額
投資

分散
投資

etc.

長期
投資

＊インパクト投資とは、財務的リターンと並行して、ポジティブで測定可能な社会的及び環境的インパクトを同時に生み出すことを意図する投資行動
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Divider 1

SDGｓ/ESGの認知度と共感度合い
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（n=10,000）

SDGs/ESGの認知状況
(回答者)全員(企業勤務者、公務員、専業主婦)

「言葉を聞いたり、目にしたことがある」まで含めると、企業勤務者の「SDGs」認知度は9割超、
「ESG」は6割超。

SDGｓ/ESGの認知状況

「SDGs」 「ESG」

「ESG」への認知は「SDGs」程は進んでおらず、企業勤務者の約4割は「知らない」と回答。

（単回答）

30.4%

19.3%

44.1%

43.6%

34.2%

16.5%

20.3%

23.8%

9.0%

16.8%

33.0%

0% 50% 100%

企業勤務者

(n=8500)

公務員

(n=1000)

専業主婦・主夫

(n=500)

14.6%

5.5%

23.9%

13.1%

4.8%

24.2%

20.1%

16.2%

37.3%

61.3%

77.8%

0% 50% 100%

企業勤務者

(n=8500)

公務員

(n=1000)

専業主婦・主夫

(n=500)

30.4%

19.3%

44.1%

43.6%

34.2%

16.5%

20.3%

23.8%

9.0%

16.8%

33.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業勤務者…

公務員…

専業主婦・主…

概念や内容をある程度説明できる 漠然とであれば内容を知っている 言葉を聞いたり、目にしたことがある 知らない
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75.0%

72.1%

81.1%

15.8%

13.0%

5.5%

9.2%

14.9%

13.4%

0% 50% 100%

企業勤務者

(n=4946)

公務員

(n=523)

専業主婦・主夫

(n=238)

自分にも取り組めることがある

企業や国が取り組むべきことである

わからない

58.2%

52.3%

47.6%

28.1%

30.6%

32.8%

13.7%

17.1%

19.6%

0% 50% 100%

企業勤務者

(n=8500)

公務員

(n=1000)

専業主婦・主夫

(n=500)

共感できる/ある程度共感できる

どちらともいえない

共感できない/あまり共感できない

「SDGs」「ESG」の認知度が高い企業勤務者程、サステナビリティに対して共感できるとする人
の割合も高い。

「サステナビリティ」への共感度合い

「サステナビリティ」への共感度合い
(回答者)全員(企業勤務者、公務員、専業主婦)

（n=10,000） （単回答）

「サステナビリティ」に共感できるか？Q. 自分にも取り組めることがあると感じるか？Q.
(ある程度)共感できる人に対して

共感できる(ある程度共感できる)人のおよそ7～8割は「自分にも取り組めることがある」と、サステナビリティ
を自分事として捉える傾向も見られる。
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57.3%

52.1%

55.6%

71.8%

63.8%

61.1%

28.8%

30.0%

30.3%

21.5%

24.3%

26.8%

13.9%

17.9%

14.2%

6.7%

11.9%

12.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

30代以下

(n=2666)

40代

(n=2037)

50代以上

(n=1809)

30代以下

(n=1167)

40代

(n=489)

50代以上

(n=332)

共感できる/ある程度共感できる どちらともいえない 共感できない/あまり共感できない

「サステナビリティ」への共感度合い
(回答者)企業勤務者

「サステナビリティ」への共感度合い － 企業勤務者(男女・年代別)

男性でも、「共感できる」と

する人の割合は30代以下

で最も高いが、年代による

差は女性程大きくない。

若年層においてサステナビリティへ

の共感度合いが高い点に関して

は、SDGsやESGに関する学習・

情報収集経験の差が影響してい

る可能性もあると考えられる。

所感

（n=8,500） （単回答）

男
性

企業勤務者では女性の方が共感できるとする人が多く、特に30代以下でその割合が高い
傾向にある。

女
性
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「サステナビリティ」への共感度合い
(回答者)企業勤務者

「サステナビリティ」への共感度合い － 企業勤務者(海外居住経験)

居住地域別に見ると、

ヨーロッパでの居住経験

がある層の共感度合いが

最も高い傾向が見られる。

海外(特にヨーロッパ)と日本の

SDGsに関する取り組みの差が傾

向の差に表れている可能性がある

と考えられる。

所感

（n=8,500） （単回答※居住地域は複数回答）

海外居住経験のある層の方が、居住経験のない層よりも共感度合いが高い傾向。

72.4%

67.1%

65.3%

60.0%

64.4%

57.3%

18.7%

23.7%

24.4%

26.8%

27.6%

28.5%

8.8%

9.2%

10.3%

13.2%

8.0%

14.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ヨーロッパ

(n=294)

オセアニア

(n=152)

アメリカ

(n=553)

アジア(日本除く)

(n=582)

その他

(n=87)

海外居住経験なし

(n=7146)

共感できる/ある程度共感できる どちらともいえない 共感できない/あまり共感できない

海外居住経験あり
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Divider 1

消費者のサステナブル意向・行動について
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ガイド企業のサステナブル活動に対する消費者の反応 － 企業勤務者

企業のサステナブル活動に対する消費者としての反応
(回答者)企業勤務者

「好感」「消費」程ではない

ものの、民間企業のサステ

ナブル活動が「就労」や「投

資」の検討に繋がる傾向も

一定程度確認できる。

サステナビリティへの共感がベースと

なり、民間企業のサステナブル活

動を評価する傾向に繋がっている

可能性もあると考えられる。

所感

（n=8,500） （単回答）

民間企業がサステナブル活動を実施していた場合、あなたはその企業に対して
次のようなことを感じますか。Q.

民間企業のサステナブル活動に対して、企業勤務者の約66％*は一消費者として「好感」。
「商品・サービスの購入(消費)」を検討しても良いとする人も過半数存在する。

22.3%

13.4%

12.5%

11.8%

44.0%

40.1%

35.7%

34.5%

24.9%

34.8%

37.3%

37.9%

5.1%

7.4%

8.8%

10.1%

3.8%

4.4%

5.7%

5.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その企業に好感が持てる

その企業の商品・サービスの利用

・購入を検討しても良いと感じる

その企業の一員として働くことを

検討しても良いと感じる

その企業への投資を検討しても

良いと感じる

非常にそう感じる ある程度そう感じる どちらでもない あまりそう感じない 全くそう感じない

好感

消費

就労

投資

＊「ある程度そう感じる」含む
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ガイド

（n=8,500） （単回答）

企業のサステナブル活動に対する消費者の反応 －

企業のサステナブル活動に対する消費者としての反応
(回答者)企業勤務者

（n=8,500） （単回答）

企業勤務者
(共感度合い別)

13.7%

28.1%

58.2%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

共感できる/
ある程度共感できる

どちらともいえない

共感できない/
あまり共感できない

「サステナビリティ」への共感度合い
(回答者)企業勤務者

再掲

「サステナビリティ」に共感できるとする層程、民間企業のサステナブル活動に対する反応も
ポジティブ。

33.8%

20.2%

18.8%

17.6%

51.9%

51.9%

46.2%

44.0%

12.5%

24.4%

28.3%

30.3%

1.4%

2.8%

4.8%

6.3%

0.5%

0.7%

1.9%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その企業に好感が持てる

その企業の商品・サービスの利用

・購入を検討しても良いと感じる

その企業の一員として働くことを

検討しても良いと感じる

その企業への投資を検討しても

良いと感じる

6.4%

3.9%

3.8%

3.8%

32.9%

23.6%

21.1%

21.2%

42.1%

49.3%

49.8%

48.5%

10.2%

13.7%

14.4%

15.4%

8.3%

9.5%

11.0%

11.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その企業に好感が持てる

その企業の商品・サービスの利用

・購入を検討しても良いと感じる

その企業の一員として働くことを

検討しても良いと感じる

その企業への投資を検討しても

良いと感じる

非常にそう感じる ある程度そう感じる どちらでもない あまりそう感じない 全くそう感じない

(ある程度)共感できる

(あまり)共感できない
どちらともいえない

好感

消費

就労

投資

好感

消費

就労

投資
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ガイド

22.1%

12.3%

5.9%

9.6%

41.1%

38.1%

24.5%

26.7%

26.2%

36.2%

42.6%

42.4%

4.8%

7.0%

12.7%

11.3%

5.8%

6.4%

14.3%

10.0%

0% 50% 100%

その企業に好感が持てる

その企業の商品・サービスの利用

・購入を検討しても良いと感じる

その企業の一員として働くことを

検討しても良いと感じる

その企業への投資を検討しても

良いと感じる

企業のサステナブル活動に対する消費者としての反応
(回答者)公務員/専業主婦・主夫

公務員や専業主婦・主夫についても、民間企業のサステナブル活動を「好感」する人は6割超、
「消費」の検討に繋がる人は半数程度存在するとの結果に。

(ご参考)企業のサステナブル活動に対する消費者の反応 －

26.9%
22.3%
13.4%
12.5%
11.8%

46.4%
44.0%

40.1%
35.7%
34.5%

18.6%
24.9%

34.8%
37.3%
37.9%

4.7%
5.1%
7.4%
8.8%
10.1%

3.4%
3.8%
4.4%
5.7%
5.7%

0% 50% 100%

企業が取り組むのは当然である

その企業の商品・サービスの利用…

その企業への投資を検討しても…

非常にそう感じる ある程度そう感じる どちらでもない あまりそう感じない 全くそう感じない

公務員
専業主婦・主夫

公務員 （n=1,000）

（単回答）

専業主婦・主夫 （n=500）

24.0%

11.8%

6.0%

5.4%

42.0%

39.4%

21.2%

22.2%

26.8%

39.8%

46.0%

48.8%

2.0%

3.8%

12.2%

12.0%

5.2%

5.2%

14.6%

11.6%

0% 50% 100%

その企業に好感が持てる

その企業の商品・サービスの利用

・購入を検討しても良いと感じる

その企業の一員として働くことを

検討しても良いと感じる

その企業への投資を検討しても

良いと感じる

好感

消費

就労

投資

好感

消費

就労

投資
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ガイドサステナブル活動と商品価格の優先度

サステナブル活動と商品価格の優先度
(回答者)全員(企業勤務者、公務員、専業主婦)

「価格差が僅かであれば」

とする層に次ぐ回答として、

「価格差がなければ」環境・

社会のためになる商品等を

選択するとしている人も3割

超存在する。

本調査においては、具体的な商

品・サービスや価格(価格差)を明

示しているわけではないが、消費

行動において「価格」だけではな

く、「環境・社会への影響」を考慮

しようとする意向のある人が一定

程度存在する傾向があると考える

ことはできる。

所感

（n=10,000） （単回答）

あなたが商品・サービスを購入する際に、その商品・サービスの価格と、サステナ
ビリティとでは、どちらを優先することが多いですか。Q.

消費行動において「価格が高くても」または「価格差が僅かであれば」環境・社会等のために
なる商品を選択すると回答している人は合わせて4割前後。

4.8%

3.8%

2.4%

36.6%

36.2%

35.2%

32.5%

31.8%

33.8%

21.5%

21.2%

19.6%

4.7%

7.0%

9.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業勤務者(n=8500)

公務員(n=1000)

専業主婦・主夫(n=500)

価格が高くても、環境・社会等のためになる商品等を積極的に選択する

価格差が僅かであれば、環境・社会等のためになる商品等を選択する

価格差がなければ、環境・社会等のためになる商品等を選択する

商品等を購入する際は、環境・社会等のためになるか否かは考慮しない

その他
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ガイド

（n=8,500） （単回答）

サステナブル活動と商品価格の優先度 －企業勤務者(共感度合い別)

サステナブル活動と商品価格の優先度
(回答者)企業勤務者

（n=8,500） （単回答）

13.7%

28.1%

58.2%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

共感できる/
ある程度共感できる

どちらともいえない

共感できない/
あまり共感できない

「サステナビリティ」への共感度合い
(回答者)企業勤務者

再掲

「サステナビリティ」に共感できるとする層程、民間企業のサステナブル活動に対する反応も
ポジティブ。

(ある程度)共感できる

(あまり)共感できない
どちらともいえない

6.5% 48.3% 32.1% 11.5% 1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2.4% 20.3% 33.0% 35.4% 9.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

価格が高くても、環境・社会等のためになる商品等を積極的に選択する
価格差が僅かであれば、環境・社会等のためになる商品等を選択する
価格差がなければ、環境・社会等のためになる商品等を選択する
商品等を購入する際は、環境・社会等のためになるか否かは考慮しない
その他

（n=4,946）

（n=3,554）
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ガイド企業のサステナブル活動に関する情報入手媒体

企業のサステナブル活動に関する情報入手媒体
(回答者)全員(企業勤務者、公務員、専業主婦)

企業勤務者については、

「企業のホームページ」を

情報入手媒体として活用

している人の割合が相対

的に高い。

企業勤務者は、企業ホームペー

ジ以外にも、企業が発信する情

報(SNS、動画、統合報告書等)

を他の職業よりも積極的に活用し

ている傾向が見られる。自らも企

業に属していることから、企業の情

報発信に対する関心が高い可能

性等が考えられる。

所感

（n=10,000） （複数回答）

あなたは、民間企業のサステナブル活動を、どのような媒体を通じて認知する
ことが多いですか。Q.

民間企業のサステナブル活動に関する情報は、「テレビCM」「企業HP」「新聞・雑誌・ウェブ
メディア」等で入手される傾向が確認できる。

0% 10% 20% 30% 40% 50%

テレビのCM

企業のホームページ

新聞・雑誌・ウェブメディアの記事

企業が発信するSNS

商品（サービス）自体への表示（案内）

企業が発信する動画

投資関連情報サイト・雑誌

統合報告書・CSR・サステナビリティ報告書

個人が発信するSNS

ブログ等の口コミサイト

個人が発信する動画

就職情報サイト

その他

民間企業のサステナブル活動についてはよく知らない

企業勤務者(n=8500) 公務員(n=1000) 専業主婦・主夫(n=500)
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ガイド

Divider 1

投資家のサステナブル意向・行動について
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ガイド

「サステナビリティ投資」の実施・検討状況
(回答者)企業勤務者

サステナブル投資未経験者

のうち、約6割は「今後検討

してみても良い」と回答。

サステナブル投資未経験者の中

でも、検討に前向きな人が一定

数存在する結果となった。どのよう

なきっかけや働きかけがサステナブ

ル投資実施に繋がるかのヒントを

探るため、23頁以降ではサステナ

ブル投資未経験者の傾向を把握

する。

所感

（n=8,500） （単回答）

サステナブル投資経験割合

企業勤務者のうち、サステナブル投資の経験がある人は約16％、未経験者は約84％。

50.2%

34.0%

15.7%

84.3%

サステナブル投資経験者

サステナブル投資未経験者

今後の検討意向あり

今後の検討意向なし

(59.6%)＊

(40.4%)＊

＊カッコ内は、「サステナブル投資未経験者」における検討意向あり/検討意向なしの各割合
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ガイド(ご参考)サステナブル投資経験割合 – 年代別

20代・30代の若年層を中心に、サステナブル投資の経験がある人の割合は高い傾向にある。

27.2%

27.7%

37.3%

41.5%

43.5%

51.0%

54.4%

47.8%

47.2%

46.8%

21.8%

17.9%

14.9%

11.3%

9.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20代(n=902)

30代(n=2931)

40代(n=2526)

50代(n=1741)

60代(n=400)

サステナブル投資未経験者(今後の検討意向なし) サステナブル投資未経験者(今後の検討意向あり) サステナブル投資経験者

（n=8,500）

「サステナビリティ投資」の実施・検討状況
(回答者)企業勤務者

（単回答）
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ガイド

「サステナビリティ」への共感度合い
(回答者)企業勤務者

サステナブル投資未経験者

のうち、今後の検討意向あり

とした回答者は、

共感できるとする人の割合が、

今後の検討意向なしの回答

者と比較して高い傾向。

今後の検討意向ありとした回答

者の共感度合いは、サステナブル

投資経験者と同程度に高い。

裏を返せば、「共感」だけではサス

テナブル投資にまで繋がる訳では

ないことの現れと捉えることもでき

る。

所感

（n=8,500） （単回答）

サステナブル投資未経験者において「サステナビリティ」に共感できるとする人の割合は約56％。

サステナブル投資未経験者の特徴① - 「サステナビリティ」への共感度合い

68.2%

56.3%

24.7%

28.7%

7.0%

15.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

サステナブル投資経験者

(n=1335)

サステナブル投資未経験者

(n=7165)

70.8%

34.9%

22.5%

37.8%

6.7%

27.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今後の検討意向あり

(n=4271)

今後の検討意向なし

(n=2894)

共感できる/ある程度共感できる どちらともいえない 共感できない/あまり共感できない
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2.9%

1.7%

45.5%

14.9%

38.1%

29.8%

11.9%

42.6% 11.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今後の検討意向あり

(n=4271)

今後の検討意向なし

(n=2894)

価格が高くても、環境・社会等のためになる商品等を積極的に選択する
価格差が僅かであれば、環境・社会等のためになる商品等を選択する
価格差がなければ、環境・社会等のためになる商品等を選択する
商品等を購入する際は、環境・社会等のためになるか否かは考慮しない
その他

17.3%

2.4%

55.0%

33.2%

20.5%

34.7%

6.1%

24.3% 5.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

サステナブル投資経験者

(n=1335)

サステナブル投資未経験者

(n=7165)

サステナブル活動と商品価格の優先度
(回答者)企業勤務者

今後の検討意向ありとした

回答者は、環境・社会等へ

の影響をより考慮する人の

割合が、検討意向なしの回

答者と比較して高い傾向。

サステナブル投資経験者において

は、消費行動にもサステナビリティ

への共感の高さが反映されている

可能性がある。

所感

（n=8,500） （単回答）

サステナブル投資未経験者の特徴② - サステナブル活動と商品価格の優先度

サステナブル投資未経験者は、消費行動において価格よりも環境・社会等への影響をより考慮
する人の割合がサスステナブル投資経験者と比較して低い傾向。

価格よりも環境・社会等への影響をより考慮する人
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4.8%

1.9%

28.7%

10.3%

44.7%

34.0%

17.0%

31.5%

4.8%

22.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今後の検討意向あり

(n=4271)

今後の検討意向なし

(n=2894)

非常にそう思う ある程度そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない わからない

19.6%

3.6%

44.1%

21.2%

25.9%

40.4%

8.2%

22.9%

2.2%

11.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

サステナブル投資経験者

(n=1335)

サステナブル投資未経験者

(n=7165)

サステナブル投資未経験者の特徴③ - サステナビリティの観点と投資リターン

サステナブル投資未経験

者のうち、今後の検討意

向ありとした回答者におい

ても、サステナビリティの

観点をより重視する人は

3割程度と多くはない。

サステナブル投資経験者において

は、投資リターンが多少犠牲に

なってもサステナビリティの観点を

意識すると回答した人が多い。

サステナブル投資経験者の投資

リターンへの考え方については、

次頁もご参照。

所感

投資では、多少リターンが犠牲になってもサステナビリティの観点を意識したいと思う
(回答者)企業勤務者

（n=8,500） （単回答）

サステナビリティの観点を意識

サステナブル投資未経験者は、投資リターンとサステナビリティの観点とでは、投資リターンをより
重視する人が多い傾向。
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29.1%

14.4%

53.1%

35.8%

12.6%

21.7%

1.7%

7.2% 21.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今後の検討意向あり

(n=4271)

今後の検討意向なし

(n=2894)

非常にそう思う ある程度そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない わからない

31.7%

23.1%

46.1%

46.1%

16.9%

16.3%

2.9%

3.9%10.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

サステナブル投資経験者

(n=1335)

サステナブル投資未経験者

(n=7165)

サステナブル投資未経験者の特徴④ - 短期・長期思考

サステナブル投資未経験者

のうち、今後の検討意向

なしとした回答者において

は、短期利益を重視する

人が多い。

広く環境・社会等の観点で持続

可能な社会を目指すことを意識し

た投資の場合、投資リターンの

考え方も、長期思考の方が親和

性が高い。

短期・長期の投資観が、サステナ

ブル投資の検討状況に繋がってい

る可能性があると考えられる。

所感

投資は短期利益よりも長期利益を重視して行いたいと思うか
(回答者)企業勤務者

（n=8,500） （単回答）

長期利益重視 短期利益重視

サステナブル投資未経験者のうち、今後の検討意向ありとした回答者においては、「長期利益
を重視」する人の割合が高い。
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投資(サステナブル投資に限らない)の検討・実施状況
(回答者)企業勤務者のうち、サステナブル投資未経験者

今後の検討意向なし

の回答者においては、

「投資をしようと思ったこ

とはない」とする人の割合

が相対的に高い。

サステナブル投資の検討意向に、

これまでの投資経験の有無が

関係している可能性がある。

投資経験者においては、「投資」

そのものへの抵抗感は低いと考え

られるため、サステナブル投資に

関しても検討に繋がりやすいものと

思われる。

所感

（n=7,165） （単回答）

サステナブル投資未経験者の特徴⑤ - 投資の検討・実施状況

7.4%

34.5%

13.6%

6.8%

4.4%

4.6%

71.4%

51.8%

3.3%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今後の検討意向あり

(n=4271)

今後の検討意向なし

(n=2894)

投資をしようと思ったことはない・投資用口座の開設を検討したことはない
投資用口座の開設を検討したことはあるが、実際には手続きをしなかった
投資用口座の開設の手続きを開始したが、途中で止めてしまった
手続きを完了して投資用口座を開設したが、投資しなかった（投資していない）
開設した投資用口座で、実際に投資を実施したことがある

18.3% 10.9%2.9%
4.4%

63.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

サステナブル投資未経験者

(n=7165)

投資(サステナブル投資に限らない)の検討・実施状況をみると、今後の検討意向ありとした
回答者においては、投資経験者の割合が高い傾向がある。

投資経験者
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サステナブル投資未実施の理由として最も多いのが、「よくわからない」「知らない」。

サステナブル投資未実施の理由

50.2%

34.0%

15.7%

84.3%

サステナブル投資経験者

サステナブル投資未経験者

「サステナビリティ」への共感度合い
(回答者)企業勤務者

（n=8,500） （単回答）

今後の検討意向あり

今後の検討意向なし

(59.6%)＊

(40.4%)＊

再掲

11.1%

10.0%

10.5%

10.8%

7.5%

11.6%

20.7%

38.8%

1.6%

0% 20% 40% 60%

中長期的なリターン(収益)が期待できないと

考えたため

短期的リターン(収益)が期待できないと

考えたため

手数料が高いと感じたため

金融機関の販売戦略にすぎないと感じたため

エコファンドやSRIファンド等と同様、

短期的なブームに過ぎないと感じたため

「サステナブル」を体現する商品・

投資先がないと感じたため

興味がないため

よくわからない・知らないため

その他

サステナブル投資未実施の理由
(回答者)サステナブル投資未経験者

（n=7,165） （複数回答）

＊カッコ内は、「サステナブル投資未経験者」における検討意向あり/検討意向なしの
各割合
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54.7%

11.7%

18.2%

30.4%

17.2%

15.5%

0% 20% 40% 60%

中長期的なリターン(収益)が期待できると

考えたため

選択した投資テーマは、短期的なリターン(収益)

が期待できると考えたため

リスク抑制が期待できると考えたため

投資を通じて環境・社会等への貢献ができると

考えたため

投資を通じて投資先企業のサステナブル活動を

応援したいと考えたため

特に理由はない・何となく

その他：

50.2%

34.0%

15.7%

84.3%

サステナブル投資未経験者

今後の検討意向なし

(59.6%)＊

(40.4%)＊

今後の検討意向あり

サステナブル投資未経験者のうち、今後検討意向があるとした回答者の検討理由は「中長
期的リターン」が最も高く、次いで「投資を通じた社会貢献」。

サステナブル投資を「今後検討してもよい」の理由

サステナブル投資経験者

「サステナビリティ」への共感度合い
(回答者)企業勤務者

（n=8,500） （単回答）

再掲 「今後は検討してもよい」理由
(回答者)サステナブル投資未経験者(今後の検討意向あり)

（n=4,271） （複数回答）

＊カッコ内は、「サステナブル投資未経験者」における検討意向あり/検討意向なしの
各割合
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54.5%

32.7%

29.8%

27.8%

17.7%

6.0%

0% 20% 40% 60%

中長期的なリターン(収益)が期待できると

考えたため

選択した投資テーマは、短期的なリターン(収益)

が期待できると考えたため

リスク抑制が期待できると考えたため

投資を通じて環境・社会等への貢献ができると

考えたため

投資を通じて投資先企業のサステナブル活動を

応援したいと考えたため

特に理由はない・何となく

その他：

サステナブル投資未経験者

今後の検討意向なし

(59.6%)＊

(40.4%)＊

50.2%

34.0%

15.7%

84.3%

今後の検討意向あり

経験者がサステナブル投資を始めた理由は、「中長期リターン」が最も多く、次いで「短期的な
リターン」。

サステナブル投資を始めた理由

サステナブル投資経験者

「サステナビリティ」への共感度合い
(回答者)企業勤務者

（n=8,500） （単回答）

再掲 サステナブル投資を始めた理由
(回答者)サステナブル投資経験者

（n=1,335） （複数回答）

＊カッコ内は、「サステナブル投資未経験者」における検討意向あり/検討意向なしの
各割合
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サステナブル投資経験者を投資目的(理由)により分類

サステナブル投資経験者の投資目的による分類①

以降の頁では、サステナブル投資を始めた理由毎の傾向を把握するために、サステナブル投資経験者を
以下のとおり分類する。

再掲

その他(リスク抑制他)

サステナブル第一目的

“サステナブル活動応援が
投資の第一目的”

サステナブル投資実施の
最大理由として、

「環境・社会等への貢献」
または

「投資先企業のサステナブル
活動を応援」

を選択した回答者

サステナブル一部考慮

“サステナブル活動応援も
投資目的のうちの一つ”

左記以外の回答者のうち、
サステナブル投資実施の

理由として、
「環境・社会等への貢献」

または
「投資先企業のサステナブル

活動を応援」
を少なくとも一つ選択した回答者

リターン目的

“投資の目的は「リターン」”
(サステナブル活動は含まない)

左記以外の回答者のうち、
サステナブル投資実施の

理由として、
「中長期的なリターン(収益)」

または
「短期的なリターン(収益)」

を少なくとも一つ選択した回答者

その他

左記以外の回答者

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

中長期的なリターン(収益)が

期待できると考えたため

選択した投資テーマは、短期的な

リターン(収益)が期待できると

考えたため

リスク抑制が期待できると

考えたため

投資を通じて環境・社会等への

貢献ができると考えたため

投資を通じて投資先企業の

サステナブル活動を

応援したいと考えたため

特に理由はない・何となく その他

サステナブル投資実施理由(当てはまるもの全て) サステナブル投資実施理由(最大理由)

中長期的なリターン
(収益)が期待できると

考えたため

選択した投資テーマは、
短期的なリターン(収益)

が期待できると
考えたため

リスク抑制が期待
できると考えたため

投資を通じて
環境・社会等への貢献
ができると考えたため

投資を通じて投資先
企業のサステナブル
活動を応援したいと

考えたため

特に理由はない・
何となく

その他

（n=1,335）サステナブル投資を始めた理由 (回答者)サステナブル投資経験者
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15.8%

20.6%

49.1%

14.5%

サステナブル投資経験者の投資目的別割合
(回答者)サステナブル投資経験者サステナブル投資経験者

において、投資目的に

サステナブル活動を応援

するとの意図が含まれる人

の割合は約36％*。

サステナブル投資を既に実施して

いる人においては、約半数がリター

ンを目的として投資を行っている。

所感

（n=1,335） （単回答）

サステナブル投資の目的別で見ると、「リターン目的」が約半数と最多。

サステナブル第一目的

サステナブル投資経験者の投資目的による分類②

サステナブル一部考慮

リターン目的

その他

＊サステナブル第一目的15.8% ＋
サステナブル一部考慮20.6%

＊前頁に記載のとおり、リターン目的層の
投資目的には、「環境・社会等への貢
献」や「投資先企業のサステナブル活動
を応援」等を含まない。
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8.1%

27.0%

36.9%

27.0%

22.5%

18.0%

8.1%

5.4%

0.0%

0% 20% 40% 60%

中長期的なリターン(収益)が期待できないと

考えたため

短期的リターン(収益)が期待できないと

考えたため

手数料が高いと感じたため

金融機関の販売戦略にすぎないと感じたため

エコファンドやSRIファンド等と同様、

短期的なブームに過ぎないと感じたため

「サステナブル」を体現する商品・

投資先がないと感じたため

興味がないため

よくわからない・知らないため

その他

サステナブル投資に関する今後の意向
(回答者)サステナブル投資経験者

サステナブル第一目的層では、半数以上が今後サステナブル投資をするつもりはないと回答して
おり、理由として「手数料の高さ」「金融機関の販売戦略に過ぎない」等を挙げている。

サステナブル投資に関する今後の意向

（n=1,335） （単回答）

47.4%

64.4%

55.1%

20.6%

52.6%

35.6%

44.9%

79.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

サステナブル第一目的

(n=211)

サステナブル一部考慮

(n=275)

リターン目的

(n=655)

その他

(n=194)

サステナブル投資を今後も続けたい

サステナブル投資を今後はするつもりはない

「今後するつもりはない」理由
(回答者)サステナブル第一目的層のうち、

サステナブル投資を「今後はするつもりはない」と回答した人

（n=111） （複数回答）
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ガイド(ご参考)「今後するつもりはない」理由 – 投資目的毎(最大理由)

サステナブル投資を「今後するつもりはない」理由(最大理由)
(回答者)サステナブル投資未経験者

所感

（n=1,335） （単回答）

リターン目的層およびサステナブル一部考慮層においては、サステナブル投資を今後するつもり
はない理由として、「リターンが期待できない」を最大の理由として挙げる人が多い傾向。

4.5%

14.4%

29.7%

20.7%

12.6%

8.1%

4.5%

5.4%

20.4%

27.6%

23.5%

11.2%

4.1%

4.1%

5.1%

4.1%

25.2%

29.3%

19.7%

9.2%

4.8%

3.1%

3.7%

5.1%

0% 10% 20% 30% 40%

中長期的なリターン(収益)が期待できないと

考えたため

短期的リターン(収益)が期待できないと

考えたため

手数料が高いと感じたため

金融機関の販売戦略にすぎないと感じたため

エコファンドやSRIファンド等と同様、

短期的なブームに過ぎないと感じたため

「サステナブル」を体現する商品・

投資先がないと感じたため

興味がないため

よくわからない・知らないため

その他

サステナブル第一目的(n=111) サステナブル一部考慮(n=98) リターン目的(n=294) その他(n=154)

サステナブル一部考慮層に
おいては、投資目的にサステ
ナブル活動を応援したいとの
意図も含まれるが、そのよう
な回答者群でも「リターンが
期待できない」ことが今後投
資をしない理由になり得ると
の結果に。

リターン目的層だけでなく、サステ

ナブル一部考慮層においても、

投資リターンが期待できないことを

理由に、今後サステナブル投資を

するつもりはないとする人が一定

数存在する。サステナブル投資継

続には、投資家のリターンへの確

信度が一定程度保たれる必要が

あると考えられる。
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Divider 1

Appendix
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ガイド回答者属性① - 性別

76.6%

82.2%

75.6%

72.9%

79.4%

23.4%

17.8%

24.4%

27.1%

20.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業勤務者(n=8500)

サステナブル投資経験者(n=1335)

サステナブル投資未経験者(n=7165)

今後の検討意向あり(n=4271)

今後の検討意向なし(n=2894)

男性 女性

性別
(回答者)企業勤務者
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ガイド回答者属性② - 年代

年代
(回答者)企業勤務者

10.6%

14.8%

9.8%

10.8%

8.5%

34.5%

39.4%

33.6%

37.3%

28.0%

29.7%

28.2%

30.0%

28.3%

32.6%

20.5%

14.8%

21.5%

19.2%

24.9%

4.7%

2.9%

5.0%

4.4%

6.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業勤務者(n=8500)

サステナブル投資経験者(n=1335)

サステナブル投資未経験者(n=7165)

今後の検討意向あり(n=4271)

今後の検討意向なし(n=2894)

20代 30代 40代 50代 60代
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4.1%

2.7%

4.4%

3.9%

5.0%

10.4%

7.6%

10.9%

10.7%

11.1%

28.7%

25.8%

29.2%

29.3%

29.2%

22.6%

27.3%

21.7%

22.8%

20.2%

14.9%

16.6%

14.6%

14.9%

14.1%

9.7%

12.2%

9.2%

10.1%

7.9%

7.5%

3.6%

8.2%

6.4%

10.8%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業勤務者(n=8500)

サステナブル投資経験者(n=1335)

サステナブル投資未経験者(n=7165)

今後の検討意向あり(n=4271)

今後の検討意向なし(n=2894)

300万円未満 300万円以上400万円未満 400万円以上600万円未満 600万円以上800万円未満

800万円以上1,000万円未満 1,000万円以上1,500万円未満 1,500万円以上 不明・回答なし

回答者属性③ - 個人年収

個人年収
(回答者)企業勤務者
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ガイドご留意事項

• MUFG資産形成研究所は、三菱UFJ信託銀行が、現役世代から退職後の世代までを対象に資産形成・

資産運用に関する調査・研究等の活動を行う際の呼称です。

• 本資料は情報提供を目的としたものであり、特定の金融商品の取得・勧誘を目的としたものではありません。

• 本資料に掲載の情報は作成時点のものです。また、本資料は三菱UFJ信託銀行が各種の信頼できると

考えられる情報源から作成しておりますが、その正確性・完全性について保証するものではありません。

• 本資料に基づくお客様の決定、行為、及びその結果について、三菱UFJ信託銀行は一切の責任を負いません。

ご利用にあたっては、お客様ご自身でご判断くださいますようお願い申し上げます。

• 本資料は三菱UFJ信託銀行の著作物であり、著作権法により保護されております。

本資料の全文または一部を転載・複製する際は著作権者の許諾が必要ですので、三菱UFJ信託銀行まで

ご連絡ください。

本資料に関するお問い合わせ先

三菱UFJ信託銀行 資産形成推進部

E-mail：mufg-sisan_post@tr.mufg.jp
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